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～春は門出の季節！おそろいの印鑑で新生活をスタートしよう～

「おそろいんかん」 新柄商品発売のお知らせ

株式会社ジェイ・エス・アイ(代表取締役社長齋藤昭 本社:山梨県南巨摩郡富士川町天神中條１０８６-
３以下 当社)は、2017年4月5日(水)にブライダル印鑑ブランドsinjuより「おそろいんかん」の新柄ハレの
日「色打掛×紋付き袴(グレー)」を発売いたしました。
当社はおそろいんかんシリーズの発売を通し、印鑑を使ったプロポーズ文化、及びお祝いとして入籍や挙

式の際に夫婦へお揃いの印鑑を贈る文化の浸透をはかり、日本にしかない印鑑文化と、日本一のシェアを誇
る山梨県の印鑑産業をより一層活性化することを目的としております。

「おそろいんかん」は一昨年の発売以降、大変ご好評いただき、結婚の際の贈り物として人気を得ており
ます。今回発売するハレの日シリーズ色打掛×紋付き袴(グレー)は、同シリーズで大変人気のある白無垢×紋
付き袴の色打掛のデザインが欲しいといったお客様からの声を受け、華やかなデザインに重点を置き制作い
たしました。

■新柄「色打掛×紋付き袴(グレー)」につきまして
結婚して名前がおそろいになったことを祝して、ペア印鑑と「結婚生活に向けた約束」が刻印された印鑑

ケースセット「おそろいんかん」。ハレの日は「夫婦の晴れ姿」をモチーフにした樹脂製の印鑑になります。
※こちらの印鑑の種類は認印のみになります。※印鑑、印鑑ケース、それぞれ単体の購入はできません。

■商品概要

＜本件に関する報道関係者様のお問い合わせ先＞

おそろいんかん事務局 担当：齋藤 和宏（さいとうかずひろ）
TEL：0556-22-6788 / FAX：0556-22-6789 / HP：http://sinju.me / MAIL：info@sinju.me
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報道関係者各位

・商品名 ：おそろいんかん/ハレの日(色打掛×紋付き袴(グレー))
・価格 ：9,500円(税別)※ペアセット
・商品URL：http://sinju.me/?pid=100553795



▲印字例
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■「おそろいんかん」商品特徴
①デイリー使いできる「認印」 ②印鑑を並べるとひとつのデザインに
認印とは、印鑑登録をしていないハンコのことです。
印鑑証明のいらない書類の作成などの一般事務で使 ③新婚ならではの約束を、ケース内に印字
用することができます。通常は姓のみを彫刻し、 印鑑ケースの裏には、結婚生活に向けて夫婦で決め
携帯するハンコです。仕事上、日常生活の必需品 た約束・記念の言葉を印字することが可能です。
です。※銀行印・実印も作成可能です。

【結婚生活に向けた約束】
①ケンカしても「あいさつ」はしよう⑦「ありがとう」を声に出そう
②思いやりを忘れない ⑧結婚記念日、●月●日は毎年デートしよう
③たがいの気持ちを尊重しあおう ⑨いくつになっても、名前で呼び合おう
④たがいの夢を応援しよう ⑩言いたいことは、我慢しないで言葉にしよう
⑤「愛してる」って毎日言おう ※30文字で自由記入することも可能です。
⑥いつでも互いの味方でいよう

■「おそろいんかん」とは
入籍したふたりのおそろいの記念として、新しい家

族への贈り物として、結婚した友達へのお祝いとして
等、ご結婚を機に新たな印鑑が必要になるさまざま場
面での記念品、贈答品としてご利用いただけます。 製品イメージ▶

■夫婦のための印鑑ブランド「sinju」について

『親』からもらった姓を大切なあなたに『授ける』、という意味からsinjuは生
まれました。また、母貝の中で長年大切に育てられ、やがて成長して大きくなり、
あの美しき輝きを見せる『真珠』にも掛けており、sinjuはご両親が今まで大切
に育ててきてくれた感謝の気持ちも表しています。シンボルマークは家族が受け
継がれていく系統の相関図を木の根の連なりで表現しました。

■山梨県の印鑑産業について
山梨県は、全国の印鑑の50％のシェア、中学校などの卒業時にもらうものは
90％のシェアという、日本一の印鑑の産地です。山梨県の印鑑産業の歴史は
古く、江戸時代に甲斐の国（山梨県）の領土内で巨大な水晶が発掘されたこ
とから、水晶加工技術の発達とともに明治のはじめに地域産業として振興し
ました。印鑑製作に従事していた技術者が、全国を行商して印鑑の重要性、
重宝さ、生活の必需品であることを説き、販路を開拓していったと言われて
います。習得に長い年月がかかる手彫の技術は、「甲州手彫印章」として平
成12年に経済産業大臣指定伝統的工芸品と認定されています。


